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「人と人が育む、美しく、いきいきとした町田ならではの里山」をめざして2011年4月
公表予定 （仮称）北部丘陵活性化計画を策定します 【計画に関する問い合わせ】北部丘陵整備課

市役所森野分庁舎２階　辺辺７２４・２１６４

■北部丘陵ってどこにあるの？
　北部丘陵は、多摩ニュータウンと町田市の
市街地に囲まれた約１，０００haの丘陵地帯で、
恵まれた自然環境を備え、多くの歴史・文化
の足跡を見ることができます。

■活性化計画ってなに？
　多様な人々との協働により、農・緑・歴史
・文化などの魅力を活かして地域の価値を高
め、活力ある地域の発展へとつなげるととも
に、心豊かな町田市民生活を実現していくた
めの計画です。 北部丘陵で営まれる農

■活性化計画のポイントは？

　「北部丘陵まちづくり基本構想」の趣旨を
踏まえながら、農業振興地域の指定や（仮
称）農と緑の公社に頼らない実現可能な手
法を検討します。また、現在の市街化調整
区域の枠組みは変更しません。

目標像　 
「人と人が育む、美しく、いきいきとした
町田ならではの里山」

４つの基本方針を設定

北部丘陵の基本方針展開イメージ

　４つのプロジェクトを掲げ、地域、関係
者の皆さんと協議しながら多様な事業を展
開します。

　小山田地域及び小野路地域は、既に先行
的に事業を実施していることと、市有地を
先導的に活用していくために、この２地域
を先行事業実施地域としてプロジェクトを
展開していきます。

北部丘陵の新名称に関する意見を募集しています
～ご意見の提出方法は、１ページ下の意見公募（パブリックコメント）と同様です～

　現在の「北部丘陵」は町田市の北部にある丘陵地域として、この地域を総称する地域名称として使われてきましたが、『人と人が育む、美
しく、いきいきとした町田ならではの里山』という目標像をめざすにあたり、ふさわしい名称へと変更するため、検討を重ねました。その
結果、次の３案が新名称の候補となりました。
　今回、皆さんから下記の新名称案に関する意見を募集しています。今後ご意見を踏まえて検討し、新名称を決定します。

北部丘陵の位置

（新名称案１）
まちだ田園の 杜 

もり

　この地域が、東京や横浜の中心部から
も程近くにありながら、豊かな農や緑が
ひろがるという自然環境と地理的な特徴
を「田園」で表しています。また、地域
には寺社や城址なども多く、町田市の貴
重な歴史・文化を有する環境を「杜」と
いう言葉に込めています。

（新名称案２）
まちだ・丘陵の里

　この地域が、関東山地から町田市域を
通り三浦丘陵に至る大きな多摩丘陵の一
角にあるという地形的な特徴と、多摩地
域の原風景ともいえる貴重な里山景観を
今なお有する地域の姿を「丘陵の里」に
表わしています。

（新名称案３）
まちだ・ふところの里

　多摩ニュータウンや町田市の市街地に
囲まれた中で残った貴重な自然環境や地
形的な特徴、人々の営みの中で里山とし
て育まれてきた地域の温かさ、内包して
いる魅力の潤沢さ、多様な人々を受け入
れる包容力を「ふところ」や「里」とい
う言葉で表現しています。

基本方針　 

①町田ならではの里山を創造する
　担い手を育む

②いきいきと住み続けられる
　環境を整える

③かけがえのない多摩丘陵の風景を
　将来に引き継ぐ

④資源を磨き「地域力」を発信する

ご意見募集
中外

地域力発信　プロジェクト

北部丘陵の魅力を磨
き、情報発信していき
ます。

風景継承　プロジェクト

重要な緑や美しい丘陵
風景の保全・再生を図
ります。

生活・なりわい
環境整備　プロジェクト
地域の暮らしが豊かに
なるよう、都市基盤を
整備します。

担い手確保・育成
プロジェクト

地域の皆さんとともに
北部丘陵を担う人材を
呼び込み、育成します。

計画の前提

４つのプロジェクトで多様な事業を展開


